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コンラッ ドとアナキズム .、~

”' 
横 山 癒 爾 1ょ

コンラノド (JosephConrad)は， 『ノストローモ』 (Nostromo, 1904) 

完成後， 1905年から1906年にかけて， 『海の鏡』 (The Mirror of the Sea) 

と頌する船員時代の思い出(・sea sketches')を綴った文章や，のちに 『チ

ャンスJI (Chance, 191]) として完成される長篇を執筆していたが，同時

に， いくつかの短篇小説を［りいている。 そのなかには，のちに 『六つの短

篇』 (A Set of Siエ， 1908) に収録される 「無政府主義者 --' (・ An 

narchist', 1906)や密告者 •The Informer', 1906)がある。さらに，

1906年11月に完成される 『密偵 ， （The Secret Agent, 1907) も進行中で

あった。 無政府 E義者， 密告者 および 『密偵.!J' さらに数年のちの 『西

欧の眼のもとに.J (Under Western Eyes, 1911)は，いづれもアナキズム

にかかわる作品であり， 191仕紀未からロシア革命に至る数10年間において，

しばしばテロリスムによって世間の耳目を驚かせた当時の革新思想に対する

コノラノドの嫌悪と軽茂を明瞭に読みとることができる作品である。

コンラ・ノドは，『密偵』の 「作者の序文 において，自分がアナキストや

アナキスト運動について直接知っているのではないことを明確に述べて，こ

の作品の成9‘Lの発端について，次のように語っている。

『密偵』の主坦（物語という、1,謡味）は，アナキスト，あるいは，むしろ

アナキストの活動に関する何気ない会話において，ある友人がいったわず

かな苫菜から思い浮んだものである。この話がどうしてもち出されたか
(1) 

は，今おぼえていない。

コンラノドは，さらに続けて，アナキストに対する彼の吃場をかなり明確

にしなから，次のように述べている。
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しかし，アナキス トによる犯罪の無意味さについて，主義，活動，心梢

について，また常に悲劇的なまでに自己破壊に熱心な人間の痛ましい惨め

さや梢熱的な軽信を利用しようとする厚顔な欺きに見られるような，気違

いじみた軽茂するべき喉度について語ったことは悌えている。これこそ，
('!.) 

アナキスト哲学の主張を私にとって許しかたいものとした点である。

この 「序文」の 「友人 (Omnlヽc1entf nend')か， フォート ・マド ・ノク

ス ・フォード (FordMadoヽ Ford, 187~-l9.1Y) てあることは，フォ ード

tl身が認めているが，コ ンフッドとフすードは，この会話において，アナキ

スト活動の具（本例として， 1894年 2月のグ ・）ニッシ犬文台爆破未遂．Lli件
(the Greenwich Bomb Outrage)を想起した。この4i（牛は，コンラットによ

れば， 「理性的にせよ，非理性的にせよ、思考という過程によって，その動

を推測することはイ＜可能であるほど愚かな， 1(11まみれのI候しい活動Jであ

る。

弘の友人は、 しばらく黙ってlヽ たが，それから，彼特fiの何気なlヽ ，全

てを知りつくしているかのような調子で lヽ った。 uあヽ，その男は白痴だ

っt・んですよ。彼の姉は，のらに自殺しました。』私たちの間て父された

tl染は，これだけピった。と lヽ うのは，私はこの、「出ヽがけなlヽ 情報にすっ

かり照いてしまって，しばらく口栄か出なかったからであり，また彼かす

ぐに別の話題に移ったからである。彼が，この知識をどのよ・うにして褐た

かとにずねることは，のらにも，私には忍lヽ つかなかった。もし彼がアナ

キストの後姿を一度だけ見たことがあっにとしたら，それがアナキストの

世界につし‘ての妓の全てのかかわりであったにらがいないと ，私は確信し

ている。しかし，彼は，あらゆる人間と話すのが好きな男であったのて，

この兵相解JJJ]に役ヽ rr．つ’li‘火を．街頭柚除人か，退職した笞官か， クラフの

誰か得体の知れな lヽ 人間から，あるしヽ は， もしかすると，私的あるしヽは公

的なレセプションで会っに国務大臣あたりからtりたのかもしれなLヽ。

コンラッドは，『密{ii』の楊合，この 「友人」フォートの話から暗ポを得

にことを間迎いなく認めながら，彼から得t・具体的知識は少な tヽ ことを明確

に述ぺており，フォード自身もアナキストについての知識は限られたもので

あっ tこことを示唆していろが，この点については後辿する。

331) 
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さらに，コ ンラ ッドは，彼を剌激して，想像力をかき 立てる起縁となった

1冊の本について語っている。それは，アンダ‘ノン (Anderson)という 名

のある密察副署長 (AssistantCommissioner of Police)の回想録であると述

ベ，そのなかで，ある思いがけな lヽ ダイナマイト事件ののち，アンダ‘ノン

が，下院のロビーで当時の内務大臣 (HomeSecretary)のサー ・ウィリア

ム ・ ハーコート (~ir William Harcourt)と交している短い対話に心を惹か
(6) 

れたと語っている。

コンラッドが言及して lヽる書物は，サー ・ロ バート ・アンダソン (Sir

Robert Anderson) の Sidelightson the Home Rule Movement (London, 
(7) 

1906) であり，アンダ‘ノンのもうひとつの著作 TheLighter Side of my 

0 fficial Lifeがコ ンラッドの蔵書に含まれていたので，この問題の本も多分
(8) 

あったであろうと推測される。サー ・ウィリ アム ・ハーコートは，1880-

85年にグラ ッドストン (Gladstone)の内閣の内務大臣を務めており， 『密

偵』の内務大臣サー ・エセル レッド (SirEthelred)にあたるのであるが，

彼は，在任中， フィニア会ダイナマイト爆破事件 (theFenian dynamite 

outrages)に対処しなければならなかった。ロバート・アンダソンの著作に

は，やはりフィニア会の陰謀の裏をかくために，苦察のスパイが使われていた
(9) 

ことについての記述がある。また同書には，コンラッドの興味を引いたサ

ー ・ウィリ アム ・ハーコートの言葉 “All that's very well. But your idea 

of secrecy over there seems to consist・ of keeping the Home Secretary in 
(1 0) 

the dark." に対応する “Anderson's idea of secrecy is not to tell the 
(l l) 

Secretary of State.’' があることが指摘されている。

しかし，サー ・ロ バート ・ア ンダソンは，警察副署長ではなく，ハーコー

トが内務大臣在任当時の瞥察副署長は，サー・ハワード・ヴィンセント
C I 2) 

(Sir Howard Vincent)であった。イギリスの伝統的な政治家の典型である

サー・ウィリアム・ハーコートは，『密偵』では， ‘the G reat Personage 
(1 3) 

と密察副署長の両方に描かれているといえよう。

コンラッドが『密偵』の中心事件の素材にグ リニッジ天文台爆破未遂事件

というアナキス トによる実際の事件を使用するに当っては， この事件に関す

る12年前の新聞記事を利用した。この事件は， 当時，世間の耳目を大いに驚

かしたのであるが，マルシャル・ブールダン (MartialBourdin) とlヽ うア

ナキストがグリニッジ天文台爆破を企図したけれども，天文台付近のゲリニ

ッジ公園で，事故によって，自ら爆死した事件である。プールダンの姉の夫

(332) 
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コンラッドとアナキズム ー 99-

サミュエルズ (H. B. Samuelヽ ）は，アナキストとして知られた男で，悪名

翡いアナキスト新聞の扁染者であったが，その新聞は，『密（印て，ヴァー

ロ J ク ¥"erloc) が ．彼の店で必って lヽ るような た lヽ まつ (The 

Torch),・ゴング 、 (Tiu Cong)なとの f威勢(j)lヽ lヽ 題名て，印刷の粗悪
(l l l 

な．tヽ かがわしt、新聞の， とう見ても r!ilヽ 砂がtヽ くつか骰かれてlヽる I と描

．つー えりれる。アナキスト ..,j (Anarchi.~ t) かれている種類の新聞であ 「と考-

という当時のアナキスト新聞がコンラノドの索材の一部になったことか推測
I I 5) 

れてtヽる。

もらろん、当時は 『モーニンゲ ・リーダー ， （Mormng Leader)や タ

イムス~ , (Tiu Tum~ヽ）のような新聞も ， この爆破ji件を詳細に報道してお

り， コンラ・ノドは｀ これらの記19を証んだにらがlヽな lヽ 。爆破'li（牛前後の

1894年 1~ 2月には。コ ンラッドは，ロ ノドンのジリンカム往il7番地{17 

Gillingham Street)に(.Eみ，『オールマイアーの阿呆館』 (Almayer's Fol 

lv)を執＾飼1であったはずである。

破 ・li（牛ののち，サミュエルズは，犠牲者の義狸の兄として，新聞からイ

ンクピューをl1.lし込まれたり，また自ら i公衆の福利 (Commonweal)と

lヽ うアナキスト雑誌に，プールグンの追t北記‘liを11}lヽ tこりした。ウァーロノ

ク．ウィニー (¥Vinnie)，スティーヴィー (Stevie)をめぐる『密偵 ：にお

ける人間関係は，実際の市（牛の't,'J況とよく合致している。とくに，サミュエ

ルズが，指碍的なアナキストであったこと ，また彼か贅察のスハイであると

考えられていにことが｀コンラッドの 『密偵』の主題をぷ唆したものと考え

られる。アジャン ・プロヴォカ．トゥール (agentprovocateur) と呼はれた挑

発 ・扇動を11的とする啓寮のInlし者 (2屯スバイてあることもあった）の(f

伽よ世紀末ヨーロッペの最も陰附な時代相を物訴るものである。
(l t;） 

これに関連して典味深いのは，コンラッドが， 1907年10月7H付内簡で，

カニンガム ・グレアム (I<. B. Cunninghame (.rraham) 宛 「ウラジミル氏

(Mr. Vladimir) は、パドレフスキ (I'adlew如）が，（ I リヽて）9011代に射

投しにあのイ＜埓なセリヴェルストフ将‘1.lf. {(~enera l S<>l1werヽtow)によって忍

いついたとと＇を述ぺている点である。この将 軍は、おそら く，ロ シア政治

察のり1帝官lj}第＿；．部 (theThird Section)の部艮として，バリで公安19J係

のti'i報貝を務めていにらし lヽ 人物である。バドレフスキは，彼をホテルの部

屋で銃炉しtこのら，姿を泊しに。その所在につlヽ ては、さまざまな岱測が行

われたが｀フランス密察は， iijjをつきとめる氣持はなかったらし lヽ 。この

333 
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事件は， 「タイ
(1 7) 

ムズ」紙1890年11月19日付で報道されている

．さて，フォードが，エ ドワード・ガーネット (EdwardGarnett 

1868-1937)の紹介によって，コンラッドと協力したのは， 1898年より，

1909年までの約10年間であり，コンラッドが， 「無政府主義者」，「密告者」

および『密偵』を執筆した期間に相当するために， 『密偵』についても ，フ

ォードの次のような主張が生まれた。

『密偵』 の小さな部分，つまり，ところどころの文章， • そのほとんど

は，コ ンラッドが全然知らなかった西ロン ドンの地誌や啓官やアナキスト
(1 8) 

についての詳細であるが，これは私が書いたものである。

この期間にフォードがコンラッドに種々の情報を提供したことは， 1905年

10月20日付コ ンラッドの ウェルズ (H. G. Wells)宛書簡によっても知
(1 9) 

られるが，他方，コンラッドは， 「序文」において，次のように述べている 。

環境を描くためには， ヒントが不足していなかった。私は若い頃，夜の

ロン ドンの街の至るところを，ひとりで歩き回ったが，その時代の記憶

が，この物語の頁のなかに侵入してきて，圧倒してしまうことがないよう
(2 0) 

に，その記憶を遠ざけておくように努力しなければならなかった。

フォードのアナキストの世界についての知識は，コンラッドが述べている

よりも深いものであったと考えることは可能である が，この点については，

彼の経歴をふり返る必要がある。フォードは， 1873年，サリ ー (Surrey)州

マートン (Merton)に生まれ，フォード・ハーマン ・ヘファーと名づけら

れた。のちに，彼は，さらにジョウゼフ・レオボルド・マド ック スを，クリ

スチャン・ネームとして付け加えている。父はドイツ人で，フランツ・カー

ル・クリストーフ・ヨハネス・ヒュファー (Dr. Frantz Carl Christoph 

Johannes Huffer) といったが， 1869年にイギリスに移住し，姓名もイギリ

ス風に，フランシス・ヘファー (FrancisHueffer) と改めた。 （この姓は，

彼自身はフーファーと読ませたらしい。）彼は多彩な関心の持主で，哲学者

としては，ショウペンハウアー (A. Schopenhauer)の，音楽学者として

は，ヴァーゲナー (R. w_agner)の研究家として知られ，イギリス移住の

のちに，それぞれ，ショウペンハウアーとヴァーゲナー研究のための雑誌

(334) 
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コンラノドとアナキス ム^ 101 

The N細 Quarterly と TheMusical Worldを発fl」している。彼は，ヴィ

クトリア時代の有名な画家フォード ・マドックス ・ブラウン（FordMadox 

Brown, 1821 93)の娘キャサリン (CatherineEmma Brown)と1872年に

結婚 し，翌73年に， Fordが誕生した。従って，フォード ・マド ックス ・

プラウンは， フォードの社方の祖父であり ，この祖父を通じて， フォード

は，ラファエル前派 (LhePre-Raphaelites)の詩と絵両の世界へつながり，

その芸術的芥囲気の彩開のもとに成長した。フォードの母は，ウィリアム ・

マイケル ・ロセノティ (WilliamMichael Rossetti, 1829 1919)の義狸の

姉妹にあたる。ウィリアム ・ロセ ッティは，ラファエル前派の著名な詩人ダ

ンテ ・ゲイプルエル ・ロセノティ（Dante Gabriel Rossetti 1828 82)の

弟であり ， クリスティーナ (ChristinaGeorgina Rossetti, 1830 94)の兄

てあり ，芸術批評家として，兄妹の詩集 ・且簡渠の編渠に尽）Jした。彼の 3

人の f供たち，アーサー（Arthur)，オリ ーヴ (Olive)，ヘ レン (Helen)

は， フォードの tヽ とこにあたる。フォードが 'myjuvenile relatives' （と2サ
ふこの 3人は，1890年代，つまり彼らが10代 （アーサー14歳，オリ ーヴ16

歳，ヘレン12歳）のころに StEdmund's Terraceの家の地 F室てアナキス

ト新聞の印刷所を設けていたことて知られる。このアナキスト新聞は，

The Torch: A Revolutionary Journal of Anarchist Communismと呼ばれ
2 2) 

た。とくにヘレン ・ロセ ソティは，その災貌によって知られたが，コンラ・ノ

ドが， 『密偵 ［やアナキストに関する短箭を執窄する以前に，彼に 2［司会っ
(2 3) 

たことを話しており， 「密告者 」の若いアナキスト女性 (・theanarchist 

young lady'）のモデルとなった。彼女は，後年， Pre-Raphaelite Twilight 

(London, 1954)を限ヽている。

フォードは， 1889年の父の死後， Regent's Park の住居 (1St 

Edmund's Terrace) に作したが，これは，ウィリアム・ロセ ッテ ィの住居

(3 St Edmund's Terrace)のほとんど隣り であった。この ロセ 、ノテ ィの家

は，コ ンラノ ドか， 密告者 に描いている家であるが，フォードが，コン

ラノドはロセノティ家の娘のひとりと彼らのア ナキスト阿門を 『密偵』に描

いたといっているのは， もちろん 「密告者」の誤 りである。

さらに，フォードの妹の回想によれば，オリーヴとアーサーが，大部分の

記市を凸き ，日曜日 に，ハイド ・バーク や大きな鉄道の駅のプラ 、ノトフ ォー
(2 5) 

ムで，新聞を販売したという。また， 「密告者 J の若いアナキスト女性が，

イタリア語やフランス語のアナキスト出版物を校正しているように，ロセ ッ

(335 J 
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テ（家には，彼らの出身の関係から イタ l）ア人のアナキストたちが多数集

まった。後年，フォードがコ ンラッドをヘレン（彼女が20歳のころ）に紹介

したのであろう。ヘレンは ， クロボトキン公爵 (Prince Kropotkin 

1842-1921)の AnAppeal to the Youngとtヽ うパンフレットを読んで，

アナキスト思想に煩倒し，兄姉をこの思想へ導いたといわれる。彼女は，ま

た，マルシャル ・プールダンを個人的に知っていた。

『西欧の眼のもとに』は，ロ シア帝政末期におけるアナキズムを背景とし

てしヽるが，この作品のリチャード ・カール (RichardCurle, 1883-1968) 

の所有する本の書き込みとして，コンラッドは， 「ジュネーヴで何年も前に

出会ったある人が語ってくれたあること〔ラズモフ (Razumov)の運命〕

と，雑誌に発表されている ロシアの革命家たちについての物語のつまらなさ
(2 6) 

によって，私はこの小説を書く気持になった」と述べている。 ・

コンラ ッドは，彼の作品を最も早く認めてくれたエドワード ・ガーネ ット

(Edward Garnett, 1868-1937) とは，長らく， 最も親密な友人関係を保っ

てtヽ たが，ガーネットの妻コンスタンス（ConstanceGarnett, 1861-1946) 

とも親しい友人であった。コンラッドが，ロシアの革命運動について多くの

知識を得ることができたのは，まず第一は，ガーネ ット夫妻との交友を通じ

てであった。ガーネットは， ドストエフスキーやツルゲーネフに精通した当

時の最も俊れたロシア文学の理解者であり，後年， 『ツ ルゲーネフ 』
(2 7) 

(Turgenev, 1917)を著し，コンラッドが序文を寄せることになる。コンス

タンスは，ツルゲーネフ， ドストエフスキー，チェホフ，ゴーゴリ， トルス

トイらロ シア文学の多くの作品の翻訳者として有名であり ，またロ シア問題

への関心によって， • Russophile' として世間に知られ，ガーネ ット夫長の

邸宅廿theCearne'において，彼女の周囲には，ロンドンに居住する幾人か

の亡命ロシア人たちがグループを形成し，その多くは著名なアナキストや社

会主義者として知られた人物たちであった。

こういうわけで，コ ンラッドが『西欧の眼のもとに』を執筆していた時期

(1907-11年）には，彼自身は苦心して拒絶しようとしていたあらゆるロシ

ア的なものが，ガーネット夫妻との交際を通じて，コ ンラッドに迫り，彼は

否応なしに，これと直面しなければならなかったのである。ロシアという現

実は，彼にとっては，いわば強迫観念となっていたということができる。当

然，彼は，ガーネット夫反の交際範囲にいるこれらのロシア人亡命者たちを

(336) 
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拒絶することによって，ロ シア的なものから距離を保とうと努）Jした。この

ため、ガーネ ・ノ トとコンラッドの交友関係は，多少冷却した時期もあった。

とくにガーネットは、終始、コンラッドを．aSlav' と位lt,~つけるのであ

ったが｀これはコンラ ・ノ ド、J Jヽ氏品できなt、ことであった。

西欧の眼のもとにとが出版されると ．ガーネットは，「ネーション

(Nuti099)誌 (1911年 10月21H （寸1で［代名批評を発11.l,ナタリー ・ハルデ
(2 8) 

ィン (NathalieHaldin)を F ロシア女性のこのすばらし tヽ クイフこ と呼ひ，

同時に ＇この小説の芸術的強烈さは、特徴的なロシア人のタイブの瀬yiな描
(2 8) 

写にあると lヽ うよりも、暗t、国民的背しtの劣［！廿気の効果にある 、と評した。

しかし．このガーネットの鋭い批評は．コンラ ‘ノド を｛品つけるものであっ

た。また． コンスクンスが．ナクリーを ’あまりにも生気がなし、 (too 

wooden.) と批評したのに対し．コンラ ・ノ ドは．次のように答えてtヽろ。

実は、私はロシア人のことは．こ’く わずかしか知らないのです。ほレん

どlnjも知りません。ポーランドでは｀私にらは彼らと何の関係もありませ

ん。ロシア人がいることは知lって t ヽます。そして、それだけで 1•分イ＜快tr `

ことなのです。 ••…•あなたがこ咄党になっ たにらがt 、な t 、本で、 私はもっば
I:! J 

ら思想に関心をもちました。

てして，ナクリーについてば筋を股開するにめの旋1111軸 (pivot) とし

て，彼女を必要としたと述ぺている。つまり ｀ ナクリーをより ~I:彩ある {f•{E
,. 

ノ

る。

たならば，この作品でIi指しに芸術的11的であるひとつのムードの展

う面で成功しなかったてあろうと lヽ うのである。コンラ）ドとガーネ

汲のHij0)ロシアをめぐろ微妙なfliL性が，このl}簡に速知でさるのであ

炊U)illし0)もとにしに描かれたが1況の背娯は、‘v1時のロシアの1見）とを密

に反映していることは曹コンラノドが小説のi,'頭で述べていろ}ころであ

る。 1890年代のロンアでは．社会り'i命党 (theSocia list l<cvolut1onary l'ar-

tv)とそのテロ糾織が活動し．｛也Jj.学屯の間で＇化命グルーブか糾織されて

た。これに対し，ツァーを頂点とするロシア政府は、｝坪通の抒察の外に，

な公安啓察 (t俎兵隊）をもち，これは1880年までは＇； l．帝官｝j｝第 3部l乏官

ー）指揮ドにあったが， 1880年以降は，陪通の辟察を配ド1こli,..Ii.Lヽてlヽ に内肪省

の竹轄となった。公安袴察は，ア ジャン ・プロヴォカトゥールをはな 一）て，

337 
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革命グルーフ の゚陰謀を摘発しようとした。この公安組織は 戸ォフラーナ ；

(Okhrana)と呼ばれた。

ガーネット夫妻が当時交際していた亡命ロシア人のなかには，クロボトキ

ン公爵をはじめ，フェリクス ・ヴォルホフスキー (FelixVolkhovsky)，ニ

コライ ・チャイコフスキー (NikolaiChaikovsky)，チェルケ‘ノフ公爵

(Prince Cherkesov)，セルゲイ ・ステフ゜ニャーク (SergeyStepniak)の名で

知られたクラフチンスキー (S.M. Kravchinsky) らがいた。

ステフ゜ニャークは，その著作『ツァー権力下のロシア』 (Underground 

Russia, 1883)によって知られるが， 1878年 8月4日の白昼セント ・ペテ ル

スブルク市街で，散歩中の政治警察長官メゼンツェフ将軍 (GeneralN. V. 

Mezentsev)に馬車で追いついて剣の一突 きで暗殺し，そのまま馬車で逃亡
(3 0) 

し，ロシアからの脱出に成功した人物である。彼は，ィギリスに定住した

が， 1895年に鉄道踏切を横断中に事故死した。アイ―‘‘ ヴィッド ・ガーネット lこ

よれば，ステフ ニ゚ャークは意志の力で耳を聞えなくする能力を有し，そのた
(3 1) 

め機関車の接近を聞いていなかったという。ステプニャークが，ラズモフの

部分的なモデルであることは推測できるのであり，とくにラズモフが電卓に

礫かれる事故のヒ ン トは，ステプニャークの事故死にあるといえるかもしれ

なしヽ。

『西欧の眼のもとに』の主要事件であるハルディン (VictorHaldin)に

よるド • P氏 (Mrde P-)暗殺は，コンラッドのゴールズワージ一宛
(3 2) 

1908年 1月 6日付書簡で明らかにされているように，イゴール ・サゾノフ

(Igor Sazonov) によるフ レ゚ーヴェ (V. K. Plehve) 暗殺 (1904年 7月

28/15日）に基いている。フ レ゚ーヴェは， 1846年リトアニア系の家系に生ま

れ，ワルシャワとセント ・ペテルスプルク大学に学び，のちにロシア政府の

中枢で昇進し，アレクサンドル 2世暗殺 (1881)の捜査でアレクサンドル 3

世に認められ，ボーランドやリトアニアのロシア化 (Russifi cation)政策を

苛酷に推進して憎悪を買い，ウィッテ (S.Y. Witte)の西欧的政策の反対

者でもあった。 1902年に内相となり，専制政治の権化として革命運動に冷酷

で狂信的な弾圧を加えていた。サゾノフはモスクワ大学学生であったが，ツ

ァーヘの定期的報告に向う途中のフ゜レーヴェの馬車の中へ爆弾を投げ込ん

で， 、彼の暗殺に成功したが，自身はその場で逮捕され，有名なシュリュッセ

ルプルク (Schlusselburg)監獄に監禁されたのち，別の監獄で，当局の一囚

人に対する虐待に抗議して自殺した。プレーヴェ暗殺は，翌年のニコライ 2
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世の叔父セルゲイ大公 (GrandDuke Sergei)の暗殺 (1905年 2月17/4日）

とともに，帝政末期のテロリズムの歴史で最も顕著な事件として知られる。

フレーヴェ暗殺は，ロシアのあらゆる階肘に衝賂を与えたばかりでなく ，

全ヨーロノハに大きな印象を与えるものであった。当時のロシア政界におけ

る政府と革命勢）Jの間のさまざまの凄まじい＇廿件は ，イギリスの新聞に詳細

に報道されて lヽ るか，フレーヴェ暗殺＇＃件も タイムズ 紙の1904年 7月

29日付以後て報道されており，コ ンラ・ノドもその詳細を承知していたであ

ろう。

西欧の眼のもとに』の 殺し屋 ニキタ (Nikita)が，帝政末期のロシ

ア政治史において悪名rf:ilヽ 2rfiスハイのイェフノ ・アゼフ (YevnoAzev 

Ebno Aseff ,に基くことはほぼ確実であろ。アゼフは長年にわたって

公安贅察 ，オフラーナ 」に屈われたスパイとして社会店命党のrI 1枢に没透し

て，革命家グルーフのなかでテロリストの指祥者となり，政府翡官の暗殺を

組織しなから，その機密を政府に通じて多数の同志を必り渡した。ニキタの

」じ体か暴蕗される経緯は，アゼフのそれと酷似している。つまり， ミクーリ
3 1) （3 1) 

ン顧問宜 (CouncillorM1kulin)は，ヘイノスやカールがぷ唆して lヽ るよう

に，当時のリヘラルな贅察庁長‘仕；であったローフヒン (A..¥. Lopuhtn) 

に基くと考えられるか，ロープヒンはフレーウェに抜摺されて， 37歳て呼察

庁長官となり，のちにセルケイ大公賠殺の貞任を問われて辞任した人物てあ

る。彼は，政府が政情不女を引き起こすために，ア、ノャン ・フロウォカトゥ

ールを使っていることに衝撃を受け，汽Iドの巾て，ジャーナリスト ・歴史家

であるプルツェフ (V. L. Burtsev)に，イェフノ ・アセフなる人物が公安

啓察に屈われたスハイてあることを媒涵した。プルツェフは社会革命党員て

あり，革命家ゲループとぱ組妾な関係をもつ人物てあったが，かねてアゼフ

を公切者と{rJじて弾劾し、その正体暴露に献身していたのである。

ロノア政府は，この必函に衝 1`~ を受けたか，問題は表面化して国会

(Duma) で論滋され，ロープヒンは，アゼフに閲して社会革命党員に機密

砂 浪したと lヽう f!［間で懲役刑を置りされ，シベリア流刑に処せられた。こ

の・Ji件は， 1909年 1月16H以降 i タイムズ 紙て詳細に報道された。 1909年

とlヽ えば，コンラッドが 『iL咄欧の眼のもとに の執1tを開始したのは1907年

であるから， 4 年間にわたる執~n期間の巾頃にあたる。ミクーリン噸問官と

ロープヒノの運命の類似点も明白であろう。

さらに，T将軍 ((;eneralT-）を悪名ふヽトレボフ将軍 (GeneralD. 

339) 
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F. Trepov)に比定することができる。彼は， 1905年 1月229日のペテルス

プルク ’li（牛 ししffno)印湘1:-1_ • Bloody Sundaỳ ）ののち，ベテルスフルク知

9ドに任命され，冷酷な弾II：をもって臨み，セルケイ大公暗殺後は政府の中心

人物の一 人てあった。さらに， もうひとり， 1878年にウェラ ・ザスリノチ

(Vera Zaヽulich) かヒストルて命をねらって失敗したヘテルスフルク知事ト

レホフ将軍 (GeneralF. F. Trepov)かいる。彼は，オベラその他の芸術

の保設者を気取ってはtヽ たか，その残虐さによって，当時．セ ント ・ヘテル

スプルクで最も嫌悪されていた人物てあった。

コンラッ ドの革命家に対する嫌悪喉は， ビータ ー ・イウァノヴィノチの戯

血化された人物像に最もよく及わされている。彼の感（幼的フェミニズムは，

クロボトキン公爵に対する椰楡とも受け取られ， またハクーニン (Mikhail

Bakunin, 1814 -7fi)を想起させる特徴も指摘することかできる。ベインス

は，この人物か， トルストイ (Leo Tolstoy, 1828-1910) を風刺したもの

であるかもしれないとし，両者の主張する理想())類似点と私生活のむさくる
(3 5) 

しさと tヽ う共通点を指摘してtヽる。

要するに，コ ンラ ッ ドか描tヽ たアナキスト像の背数をさぐることによって

感知される彼のアナキストヘの態度は，椰拾と冷笑を特色とし，それが 『密

偵』 と 『西欧の眼のもとに』において，作者の事実に対する超越した姿勢と

なって独1、1のアイロ ニーを生んだ点は，コ ンラ ッドの政治に対する視点全般

を考える場合に無視できないてあろう。

注

(1) Tlw S、'（relAxent. p. ix. 以ド、本稿における Conradの作品への言及はすべて

氏 ntCollected Ed1t1onによる。

{~) f /,,d.. pp. ix ・ x. 

(3) ForeI Madox Ford, Jowph (‘(）9Irud: A Pけ 109laIRemmlbranc(1924), p. 23l. 

(,1) Tiu・ Sれ‘reIAgnII, p. x. 

(!i) /Ind. 

(Il) II9/（9., p. xi. 

(7) Jocelyn Baines, Jowph Cm,r叫．． A Critical Biography (1%0), p. :Ul: Abrom 

Flrishman, （ 書onr“'•、 I’olIIヽ・（`ヽ ( l ~ll"i7}. p. :! 13: Norman Sherry, Conrad's Western 

w"'•Id(1 97 l)．I)．287参照。

(8) Baineヽ， 1）． l82参照。

I 340} 



(9) Ibid. p 331参照。

lo TIIt.、t'(,《'tAl(eflt, p. x1 

0 1i Robert Anderヽ()n. ふdellghtヽ

331参照

II~ hヽer!")・. ih以． p. ぷヽ参照。

Flei~hma n. p. 213参照。

04l The“‘“'¢•I Agt•91/` p. 3. 

5 ヽherハ',ih“・ 、P. ？29参照。

コンラッドとアナキズム 107 

011 the Hmm Ruh、¥,1(n09切 It,p. 8(）（Bameヽ． P.

⑲ Jean-Au bl)・. C. Joseph(‘'”"叫． LlfeuJul Lett(＇9'．、(lり'.!7). ¥'ol. II, p. l'iO. 

'17) Baineヽ． pp.331 &・ IヽS2参昭

O& Arthur ~tizener, Tht 亀泣恥t贔ヽtor.、.A Bwgra/•hy of Ford M叫o.rFord (1971), 

p. 11、1参照。

09 Jean•AubO'. Vol. II. p. 2.3. 

四 ’l'heSecret Agent, p. x111. 

Cl) Ford Mndr)ヽ Ford, Rt'turn to }'tヽIt'rday(193 1)．P. l(） 

四 Forcl、Jmeph(.onr叫． p． 231.

四 hヽerf)'.ibid.. p. 213. 

四 EloiseKnapp Hay, The Political Nm・d、(，fJo.wph(.09lr叫 (l()（1,1)．P. 227参

照。

四 Juliet邸 kice. Chupters from ('/11/dh()(xi (19:!1). p. I. 

四 N9)leinCurle'ヽ copy

~7J ・ Turgen<!v' 邸／esml L、f¢,and U,tterヽ (1!J'.! 1). 

盛心manSherry（叫．．（` onr叫 I.lu (•9 IIirul lImtage (l!）73)．p. 23、.

四回ward(；amett (ed.）．u,Im/r0991,J(ISeph (．onr叫 1べ｝5 1924 (1 り~8; Charter 

恥 oks, 196.I)．PI)．2343.）． 

60 珈 ・ardCrank如 w. I‘IIt．ヽhadot(，jth¢, Wmto Pulaげ ( 1 ~)76) 、 PP. 261. 62参

照。

訓 David Ga mett. The-Golden Echo (19G:n. pp. 10 :!(）参照。

~ Jean-Aubry, Vol. II. p. fi.l ナ~H<i名ク・・・・0

63 Bames. p. 371 参照。

I (・‘”"ad Thr Thr"eL、l’ヽ’ヽ (1~)7!l). p, Ii?!）参照。伽 FralerickI<．Karl. Jow/) 1 

閲 Hain心， p. 37:!参照。

341 




